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所 在 地　〒105-0003
　　　　　東京都港区西新橋1丁目2-9
　　　　　日比谷セントラルビル2階
　　　　　TEL 03-3504-1641

開 設 年　昭和15年
所　　長　川村　徹
標榜科目　内科、外科、耳鼻咽喉科
　　　　　人間ドック・各種健康診断

Ⅰ　概要

●各種認定医制度に基づく認定項目� 2023年3月常勤医

氏　　名 認定制度審議会・認定機関等 指導医・専門医・認定医等

川　村　　　徹

日本消化器病学会 専門医／指導医
日本外科学会 認定医／専門医／指導医
日本消化器外科学会 消化器がん外科治療認定医
日本病院総合診療医学会 認定医
日本医師会 認定産業医
日本人間ドック学会 認定医
日本乳がん検診精度管理中央機構 検診マンモグラフィ読影認定医
日本がん治療認定医機構 がん治療認定医
各都道府県 身体障害者福祉法指定医（直腸機能障害の診断）

青　山　　　弘
日本医師会 認定産業医
日本人間ドック学会 認定医／専門医／指導医
日本総合健診医学会 専門医

横　山　　　聡 日本医師会 認定産業医

佐久間　文　子

日本耳鼻咽喉科学会 専門医／認定補聴器相談医
日本気管食道科学会 専門医
日本抗加齢医学会 専門医

各都道府県

身体障害者福祉法指定医（聴覚障害の診断）
身体障害者福祉法指定医（平衡機能障害の診断）
身体障害者福祉法指定医（音声・言語機能障害の診断）
身体障害者福祉法指定医（そしゃく機能障害の診断）

太　田　真由子
日本内科学会 認定内科医
日本医師会 認定産業医
日本人間ドック学会 認定医／人間ドック健診情報管理指導士

●各種認定資格
氏　　名 　認定機関 　認定資格

櫻　井　隆　之 日本消化器がん検診学会 胃がん検診専門技師

Ⅰ　概要
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Ⅱ　クリニカルインディケーター
患者数統計
●診療部 単位：人　　　　　

内科 外科 耳鼻咽喉科

2020年度 3,971 1,867 4,935

2021年度 3,914 1,514 5,213

2022年度 3,971 796 6,580
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※外科には、皮膚科・泌尿器科を含む。
　 皮膚科、泌尿器科は2022年10月閉科。

●健康管理部 単位：人　　　　　

定期健診 雇入時健診 予防接種

2020年度 15,819 1,154 1,830

2021年度 15,535 1,600 1,365

2022年度 15,579 1,896 1,147

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

※定期健診には、生活習慣病健診・人間ドックを含む。
※予防接種には、インフルエンザ・肺炎球菌を含む。
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Ⅲ　業務実績
2022年度報告� 文責／川村　徹

スタッフ（2023.3現在）

所　　長：川村　徹（健康管理部部長／放射線室室長）
名誉所長：青山　弘
【診療部】
医　　師：佐久間文子（診療部部長／耳鼻咽喉科医長）
　　　　　横山　聡（内科医長）
　　　　　板橋奈津（非常勤（内科））
　　　　　相田瑞恵（非常勤（耳鼻咽喉科））
看 護 師：平井美奈子、平田三奈
【健康管理部】
医　　師：太田真由子
　　　　　（健康管理部副部長／健診科医長）
　　　　　赤沼真夫（非常勤（健診科））
看 護 師：前田志帆、福井　渉、中郷芽衣
臨床検査技師：福島寿美（主任）、高橋悦子（副主任）
【放射線室】
診療放射線技師：櫻井隆之、神野義章
事　　務：牛尼明子
【事務部】
事　　務：若松信之（事務長）
　　　　　高橋賢司（事務次長／健康推進室室長）
　　　　　安田恵実（主任）、渡邉摂子、関根有香、
　　　　　大塚小百合（副主任）、南出紀子

活動状況

1.医学研究の推進
⃝診療部
　臨床情報の蓄積ならびに臨床研究のためのデータ整理
を行う一方で、将来の電子カルテシステムの標準化や医
療ビックデータとの連携等外部システムの動向を注視し
ながら新たな仕組み作りについて協議している。
⃝健康管理部
　予防医学的研究のための情報基盤作りとして、健診デ
ータの登録・引き出し・加工等が容易な新システムの導
入が完了し、新年度受診分より本稼働する。今後は、画
像システム等とのデータ連携について検討している。

2.地域社会への貢献
⃝診療部
　病院と診療所の役割分担の医療政策が進む中、近隣の
高度医療機関との連携を一層密にし、診療内容の充実な
らびに医療の質の向上に努めている。
⃝健康管理部
　企業が健康経営を推進し、健康保険組合が従業員への
健康管理を重視した施策を強化している中、多様化する
サービスの要請に対応し、健診・人間ドックの質の向上
を図るとともに従来以上に産業医としての役割を担って
いる。

今後の目標

1.医学研究の推進
⃝診療部
　電子カルテシステムへの臨床情報のデータ蓄積を進め
る一方で、各種健康診断情報とのシステム統合化計画を
進展させる。
⃝健康管理部
　健康診断システムに集積されている健診結果データの
分析を進め、予防医学的な研究に取り組む。
　生活習慣病などの慢性疾患の患者構成、治療後の経過
などの追跡調査を可能とする情報基盤作りを進める。
2.地域社会への貢献
⃝診療部
　近隣の医療機関との連携を密にし、診療各科の医療体
制の見直し、また診療内容の充実と医療の質の向上に努
める。
　ビジネス街に位置する地域医療の担い手として、企業
の医務室的な役割を果たし、企業の患者を確保する。
⃝健康管理部
　健康優良法人（ホワイト500）認定取得を目指す企業へ
の支援、また健康保険組合が主導する健康管理事業に対
し、産業医として適切な指導・助言を行っていく。
　産業医として健康講演会に出席し、健康診断受診とそ
の結果管理の重要性について多方面に発信する。

Ⅲ　業務実績


